
脱炭素・省エネルギーセミナーin 東北 開催報告 

令和 8 年２月 10 日(火)に、TKP ガーデンシティ PREMIUM 仙台西口ホール 6C において、「脱炭素・省

エネルギーセミナーin 東北」を開催しました。セミナーは現地参加とオンライン参加のハイブリッドで実施し、

現地 26 名、オンライン 118 名の方にご参加いただきました。 

 

■プログラム 

１ 開会挨拶 東北経済産業局 エネルギー対策課長 千葉 雅幸 

２ 事例紹介①「脱炭素・省エネを経営戦略に変える ～地域に根ざすアクアイグニス仙台の実績と学び～」 

・登壇者：株式会社深松組 取締役 経営企画室 室長 / 仙台 reborn 株式会社 専務取締役 深松 栞氏 

事業所における事例として、「アクアイグニス仙台」における地中熱・温泉熱等を活用した取組を中心に、

省エネを単なる設備投資ではなく、経営戦略一環として捉え、地域に根ざす施設として、「信頼・評価」へと繋

げている実績と、その学びについてお話いただきました。参加者の皆様からは、「仙台市でも象徴的な施設の

事例を伺うことができ、大変参考になった」｢仙台市沿岸部での事例は珍しく参考になった｣等、ご好評をいた

だきました。 

事例紹介②『高品質、高精度な製品の供給』と『環境負荷低減・ゼロ』の両立を目指し、その第一歩としての『省エ

ネ』へのチャレンジ 

・登壇者：光洋精機株式会社 山形工場責任者（兼）製造部部長（兼）技術課課長 / 取締役 鏡 雅一氏 

省エネ最適化診断を契機として省エネへチャレンジし、エネルギー使用量の削減を実現した、その具体的な

取組とともに、省エネだけでなく、業務環境の改善などへも繋がった事例についてお話いただきました。参加

者の皆様からは、「実際に診断を受けた企業の声は非常に参考になった」「具体的な数値などメリットをあげて

いただき、参考になった」等、ご好評をいただきました。 

3 専門家発表① 省エネから始めるカーボンニュートラル ～中小機構の事例にみる取り組みのポイント 

・登壇者：独立行政法人中小企業基盤整備機構 東北本部 アドバイザー / 一般財団法人省エネルギーセンター エ

ネルギー合理化専門員 栗田 晃一氏 

 カーボンニュートラル推進に向けた省エネへの取組をテーマに中小企業が取り組むメリットを、その取組の

即効性と経済的な有効性を交えて、解説いただきました。 

専門家発表② 経営を加速させる『省エネ診断』の二極活用 ～事例に学ぶ『省エネお助け隊』の戦略的活用法～ 

・登壇者：北海道・北東北の省エネお助け隊（青森県民エナジー株式会社） 事業コーディネーター 佐々木 明宏氏 

中小企業の様々な経営課題の解決につながる省エネへの取組をお話いただくとともに、脱炭素経営に向け、

省エネお助け隊による支援とその意義について解説いただきました。 

参加者の皆様からは、「具体的な事例とメリットがきけてよかった」「カーボンニュートラルの実現に向けて

様々な支援策があることがわかった」等、ご好評をいただきました。 

 

4 情報提供① 中小企業向け支援について 

・担当：独立行政法人中小企業基盤整備機構 東北本部 企業支援部 企業支援課 

中小企業基盤整備機構の概要について説明し、情報提供を実施しました。 

情報提供② 事業者向け省エネ支援策について 

・担当：東北経済産業局 資源エネルギー環境部 エネルギー対策課 

省エネ支援策について、情報提供を実施しました。 



■当日の様子 

 

 事例紹介 深松氏 事例紹介 鏡氏 

専門家発表 栗田氏 専門家発表 佐々木氏 

オンラインの聴講の様子 


